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雲南におけるイスラーム回帰現象と中阿学校
世俗化 ・漢化は克服できるか

松 本 ます み(敬 和学園大学)

は じめに

　多民族居住地である雲南省には公式統計によれば約69.8万 人(2010年)の 回族(漢 語を話すム

スリムで、イスラームを拠 り所にした宗教的エスニシティ)が 住み、雲南の少数民族の中でも上位を占

める。歴史 的には元時代以来、中央アジアから移 り住んだムスリムが定住 した。清代 には馬注や馬徳

新など博識のイスラーム学者 を輩出し、独 自の中阿(漢 語 とアラビア語)兼 学のイスラーム文化を育

んだ場所でもある。清代185◎ 年代半 ばから70年 代 には大規模な 「回民起 義」(回 民 とは、中華人

民共和国以前、漢語を話すムスリムに関する一般の呼称。 「起義」とは、マルクス主義的呼称。蜂起

のこと)が 引き起こされた。この蜂起 は 「叛乱勢力」と断定され、回民は清朝側の大弾圧 ・大繊滅

にあい、大きく人口を減 らしたという負の歴史も背負っている。

　 中華人民共和国になっても災禍 は止まらなかった。反右派闘争、文化大革命期において、宗教勢

力は階級の敵 ・保守反動勢力として恣意的な大弾圧 を受け、清真寺(モ スク)や 宗教学校(マ ドラ

サ:ア ラビア語学校、イスラーム学校や中阿学校などとも呼ばれる。伝統的に経堂と呼ばれた)な ど

宗教施設の多くは破壊された。宗教教育は全面禁止され、宗教指導者(阿 笥　アホン)・学生は 「打

倒」され、「労働改造」と称する強制労働 に駆 られたり、甚だしきは暴力で死に追いやられたりした。

文革末期の1975年 には悪名高い 「沙旬事件」が起 き、人民解放軍が無差別発砲、公式見解でも

900名 以上が殺された。それほどでなくても一般の回族 は養豚を強要 されたり、井戸に豚の骨を投げ

込まれたり、女性の蓋頭(ヴ ェール)は 全面禁止されたり、長い髪 は強制的に切 られたりした。社会

的混乱の中、失われた宗教関係文献や知識も多い。極左社会主義路線の中でムスリムであるというこ

と、信仰という内面の自由をもつこと自体が完全に否定されたのである。この時もムスリムであることは

潜在的 「叛乱勢力」とみなされたといえる。

　 文革が収束 し、80年 代 に宗教活動が大復活を遂げた。これを宗教狂熱という。それから約30数

年を経た現在(zolz年)、 回族は雲南におけるプレゼ ンスは比較的高い。それは、各地の回族集居

地 に讐え立っ再建 ・補修された各種清真寺、各種中阿学校、地方風味のハラール ・レストラン(清

真餐庁)と いった可視化された施設で行われる宗教儀礼や習慣以外、彼 らの強固なムスリム・ネットワー

クが婚姻の機会のみならず運輸業といった生業、最近 は通訳 ・通商業務 といった就業 ・ビジネスの

機会を提供 しているからである。近年 はムスリム専用ホームページ(中 穆網)な どで情報交換 がさか

んにされている。

　 雲南各地に回族集住地が点在するが、本論ではフィールドリサーチを2007年3月 、2009年9月

に二度にわたって行った西部の1)魏 山県、2011年3月 に行った北部の2)昭 通市、2007年3月 、

2012年8月 に2度 にわたって行 った南部の3)個 旧市沙旬、2009年9月 に行った中部の4)楚 雄

市南華県の例 を挙 げる。前3者 はイスラーム教育とイスラーム熱の非常 に高い所であり、後1者 はイ

スラーム熱が比較的低調な所である。

　 これらの例を挙 げながら、回族のイスラーム回帰の動 向、イスラーム教育のありよう、 ヒトと知識の

移動、さらには世俗化の危機 の克服ついて考察することにする。
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1.回 族の世俗化と中阿学校の概況

　世俗国家体制の中国は、小、初中(日 本の中学校)、 高中(日 本の高校 にあたる)で は私立学校

であっても国家の定めた世俗的カリキュラムを遵守する。日本でいえば、学校教育法に定めるL条 校J

が中国では一般に 「国民学校」「公弁学校 」と呼ばれ、そこで行われる教育をr国 民教育」と呼ぶ。

本論では、便宜的に 「公立学校」「公教育」としておこう。

　 回族 に関しては、保護者から要望の強いアラビア語教育は公立学校では一般的になされない。 これ

は、モンゴル族 、チベット族、ウイグル族、朝鮮族などが 自治区、 自治州内の民族学校で民族語を

教授言語 として学ぶことができることと対比をなす ω。アラビア語が教えられない理 由として、アラビァ

語は回族の日常言語でなく宗教言語であること、師範学校卒業生にアラビア語ができるものがいないこ

となどが挙げられている(Matsumoto　 and　Shimbo　 2011:90-93)。 公立学校では英語が外国語 とさ

れる所がほとんどで、最近はその学習開姶時期 も小学校の低学年はおろか幼稚園まで下 りてきた。保

護者の要望が強いという(2)。

　 沿海部の大都市では豚肉を食べないだけ、イスラームの内容 は何も知らないという回族も急増加中

である。例えば、有名な北京の回族集居地である牛街でもイスラーム実践者 は少なくなってきた(納

静安2011)。 また、中国共産党 に入 党し(2012年 現在、8060万 人、2007年 から5年 間に1000

万人増)(ビ ュラール:2012)、 信仰 を原則捨てた回族の共産党員もいる(澤 井2012:278-281)。

中国では共産党員になることは栄達への道と解釈され、大学在学中に入党申請を出すものも多い。従 っ

て、回族 と信仰の関係は地域 間偏差、階層間偏差、家庭間偏差、個人間偏差が非常に大きく、一一

様に論じることはできない。

　 雲南の回族集居地域 には、清真寺付属 の 「経堂」 という学堂でクルアーン、法学、神智学等 を

学ぶというイスラーム教学の伝統 が清代から民国時代まで連綿 と続 いていた(挑 継徳他2005:86-

lab)。1950年 代後半の反右派闘争から文化大革命収束(1976年)ま で、イスラーム教育はほぼ壊

滅状態にあったが、改革開放後徐々に復活 し、現在は中阿学校(漢 語 とアラビア語双方と社会常識

を教えるためこう称される)と してさまざまな形態をとりつつ各地の回族集居地域で発展を遂げている。

このような学校を 「半宗教半普通的混合型教育」(納 麟2001:179-181)機 関と規定する学者もいる。

　 修了者 には義鳥や広州で通訳業務に就 き、大卒以上の高収入を得 るようになったものもいる。これ

に注目し、中阿学校修了生か らの仕送 りで地方振興を目論む寧夏回族 自治区呉忠市といった地方政

府も出始 めた。3000人 の通訳が1億 元を呉忠に還流 している(蘇 峰2010)。 他方で、近年ではアラ

ビア語学校 は金儲 けの道具となり、従来の宗教心=道 徳心の酒養が疎かになっている、という批判 も

内部から相次いでいる(松 本2010a)。

2.雲 南省魏山県永建鎮東蓮花村東蓮花清真寺と中阿学校:地 元密着の学校

1)経 済力とイスラーム復興:歴 史からの逆照射

　位置:東 蓮花村は、かって蒙化 とよばれた地域の一部で、現在は魏山回族舞族自治県永建鎮の

北部の盆地、温暖な田園地帯 にある。場所 としては一番近い大都市の大理市下関まで、直線距離で

25キ ロ、道路では60キ ロほどの距離である。 しかし、道路整備が遅れ、アクセスはよくない。付近

には小團填、大園壇、回輝登、米姓廠 といったイスラーム信仰 ・実践がさかんな回民村が数キU以

内に点在 している。

　回民起義失敗後:魏 山の馬蓄(小 型の螺馬、馬を連ね細い峻険な山道を抜 けて物資を運ぶ隊商)

は明代から始 まり清代に最高潮を迎 え、ビルマ国境を越 えて 「回民起義」の杜文秀政権を支える対

外交易を行 っていた(挑 継徳2002)。 清末の雲南 「回民起義」(1856-1872)で はこの地域の回民

は徹底抗戦した杜文秀側 にっいた。最終的に清朝の徹底的繊滅に遭い、村は焼き払われ焦土と化し
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た。例えば、付近の小 園壇村には起義 以前1500戸 以上が存在 したが、残ったのはわずか28戸 の

み、殺 し尽 くされた人々の遺体は 「万人坑」 に投げ込まれ、1980年 代でも400戸 余に迄 しか回復し

ていなかった(米 如琳1985)。 大理州全体では、1873年 以前に回民人口は推定26万1千 人であっ

たものが、1980年 代で5万2千 人、魏 山県では1873年 以前推定5万 入が、1980年 代1万6千

人余 りで、1世 紀を経過しても清代の人 口を恢復できていなかった(馬 守先1985)。 生き残った回民

は土地を 「叛産 」として没収され小作で食い繋いだり、「殺され損ない」と蔑まれたり、棄教や養豚、

飲酒 を迫 られたり、清真寺再建にも付近の漢人住民から難癖をつけられたりと侮辱 ・差別を受け続け、

赤貧洗うが如き生活を強いられるということが1920年 代 まで続いた(伏 波1985)。

　東蓮花村では 「回民起 義」では馬姓の2名 だけが生き残りここに定住した。別の場所に逃亡 し生

き残った張姓のものも合流 した(馬 永歓2012)。 東蓮花村の清真寺は清代初期に建てられたが、「回

民起 義」失敗で灰儘 に帰 した。生き残った回民は土地 を買い戻 したり、訴訟を起 こしたりして徐々に

土地 を取 り戻 した。1921年 に清真寺建設工事を開始し、民国期の1924年 に3年 かけて現在の形 と

なった。

　民国時代の村の発展:魏 山の回民村 はいずれも民国時代 に馬甜(3)の 拠点だった。各村に再建さ

れた清真寺 は苛烈な虐殺 を生 き抜 いた回民たちの精神的拠 り所であった。現在 の東蓮花村 は、12

平方キロ、270戸 、人口800～1000の 全て回族からなる小集落である。2007年 に 「魏山県文物保

護単位東蓮花 回族古民居建築群」として 「中国歴史文化 名村」に認定され(雲 政発120072　 9号

2007)、 民 国期以来の古い町並みの保存 と観光開発に力を入れている。特 に、「馬家大院」(1941

年完成)と いう豪奢な建造物が文物単位に認定されている。「馬家大院」は、内部は木造、外部は

土壁と石で固められた四合院タイプの4階 建ての広大な建物で銃眼を備えて一見要塞のようである。

　馬幣による跨境経済:清 末から民国初 にかけて苦渋を舐め続けた回民社会の再生は馬mtに よる経

済活動によった。「馬家大 院」をつくった馬如騨(1897-1983)は 、民国初期 に兄弟の馬如瑛、馬

如唾とともに馬蕎の大元締め 「大鍋頭」であった。彼 らは、ここから国境、省境を越え険しい山道を

歩 き物資 を運んで財 をなした。まず雲南省政府主席龍雲 と知己を得て龍家の馬甜 となった。かって

この小さな村で50戸 が馬 を飼 い350匹 の螺馬 ・馬がいたという。村には7人 の 「大鍋頭」がおり、

100人 の引き手がいた。省 内はもちろんチベット、四川、貴州、桂林、広州、タイ、ビルマ、ベトナム

など東南アジア諸国に行き、商 品を売 り捌 くと同時に新知識や新製品も仕入れた。先進的な外国文

化が流入 した東蓮花村は 「小上海」 と呼ばれた。ちなみに1949年 以前には魏山全県で長距離の馬

mtは665戸 、,.馬 ・馬 は4500匹 以上おり、そのほとんどが回族であった。一大運送業集団であっ

たといえる(挑 継徳2002)。

　馬兄弟は、さらに国民党国防部長の白崇禧(回 民)と 知 己を得、抗日戦争中にビルマ・雲南間の 「援

蒋ルート」の軍事物資輸送を担った。「馬家大 院」の 「名道至遠」 という匠額は1939年 に白崇禧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 本人が訪問時贈 ったものである。もちろん、抗戦協

写真1:東 蓮花清真寺のマナーラ

力の功を労うためである。馬兄弟の抗戦支援 とは、

以下のようなことであった。1938年 に騰沖、龍陵が

日本軍により占領、保 山も何度 も爆撃を受けた。援

蒋ルー トは爆撃 ・寸断され、後方の抗戦物資の運

送は困難 となり、日本軍の作戦 は一見成功 したよう

に見えた。しかし、峻険な山岳地帯の細い山道を辿

る馬需は日本軍 に発見されにくく小回りが利き、重

慶国民政府側 に軍事物資の輸送手段として珍重 さ

れた。馬蕎はビルマー昆明一広東一重慶に至 る遠

距離を軍 事物 資 ・生活物資を運 んだ。 リスクが高

い危険な仕事の報酬 として馬如騨 ら3兄 弟 は莫大

な財をなした(4)。なお、抗 日戦争期、雲南の馬甜
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は回民が95%を 担い、荷車1000両 余、螺馬 ・馬1万 匹以上が動員され、戦略物資1200ト ンを運

んだ(楊 兆鉤1989:282-283)。

　教育振興:馬 如騨は民国時代 この地域の郷長 を務め、村人の信頼が篤かった。幼時からクルアー

ンとイスラーム教義 を学んだ敬慶で信義に篤いムスリムであった。他の回民 「大鍋頭」も馬帯で蓄 え

た経済力で自分の村のイスラーム振興、特 に教育振興 に力を入れた。雲南 「回民起義」失敗後、回

民が政治、経済、文化上の諸権利を制限 ・剥奪され、貧困と被差別の地位の甘んじてきたことを反

転 しようという目論見であった。馬如騨 の巨額 の寄付もあり、1924年 には東蓮花清真寺が竣工 し、

喫珍富(1878-1960)と いう卓越した阿笥がこの清真寺の学校で教えるようになった。彼 は「貧、愚、卑」

に苛まれ弱体化 した回民の地位 向上のため 「自強 自救」を打ち出し中阿兼学 と男女平等も唱えた(馬

存兆2000:136)。 四川の西 昌市 出身の学生も3

人いたという(東 蓮花清真寺　提供史料2008)。

　さらに、1943年 という抗 日戦争中の最 も困難な

時期 に、 巨額 の出資で 「蒙化私立興建中学」を

作った。ここでは漢語とアラビア語を同時に教え、

その他、数学、地理、歴史、体 育、音楽等のカ

リキュラムを備えていた。当時の高名な阿笥納潤章

(1900-1971)を 日本の爆 撃に晒 された保 山から

迎え校長 とし、省 内外から教 師を集め、アラビァ

語文法、会話、読本、教義、論理 学、修辞学、

イスラーム法、イスラーム哲学、体育を教えた。5

年制のこの学校は評判を呼び、学生は雲南中から

70余 名集めた(納 潤章1964(1985)、 楊兆鉤編

1989:314、 維駿2004:615、 銚継徳他2005:

240-241)。 さらに女学 も開設 した。

　写真は1947年 、濠溝、下関(大 理)、喜洲(大

理)出 身の修了生 「喚醒穆民」「振瞳発声」「興

教先声」「教化　宣」などと書かれた旗を送 った

記 念 写 真で ある(Pickens　 Collection,　Harvard

University)。 彼 らは雲南省内、国境 を越えてビル

マ、タイに阿笥、アラビア語教 師、小学校 教師と

して赴任 し、その総数数百人に上る(東 蓮花清真

寺　提供 史料2008)。

　 しか し、国民党 と共産党の内戦(1946-1949)

と1949年 の中国共産 党の政権奪取に伴 い、タイ

に移民するものが続出した。王柳蘭の研究によれ

ば、 中国共産党 の政策は 「資本家」 に1948年

ごろから悪評で、財産没収や階級問の嫉妬を巧み

に利用しながら地 主を打倒するなどの冷酷 なや り

写 真2:私 立 興 建 中学 の 学 生 　 1947年 　 Harvard　 Pickens　 ColIection

写 真3:私 立興建中学の学生 と教師　 1947年Harvard　 Pickens　 Collection

方を伝 え聞き身の危険を感じた国外への逃亡者が引きもきらなかった(王 柳 蘭2011:83-91、243-

244)。 馬如騨 もその筆頭で、1948年 にまずビルマに居 を移し、その後タイに移住した。タイでもイスラー

ム文化と中国文化教育に心を砕いた(馬 永歓他2012)。

2)経 済力とイスラーム教育

　1924年 に竣工した東蓮花清真寺は文革では幸いに全面的破壊を免れ、改革開放後改修され宗

教活動の場として復活した。現在の清真寺への寄進 ・寄付は、清真寺管理委員会によって管理され
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ているが、年を追 って増加する様相を呈しているのは他の回族集居地域と同じである。また、 ここで

は、海外教胞からの寄進も多い。2009年 の開斎節(ラ マダン明けの祭り　 イード・ル ・フェトル)で

は、天課 ・也貼(ザ カー ト、 ワクフ、サダカ)が108件 、計49250元(日 本 円1元e14円 として、

689500円)集 まっていた(清 真寺内の掲示板 による)。清真寺 への寄付はこれ以外の機会、例 えぼ

新教学楼や清真寺の改築 ・増築などの機会にも集 められる。天課は阿匂、中阿学校教師の給与や、

清真寺の諸経費、各種社会事業などに清真寺管理委員会を通して公正に使われ ることになっている。

　現在馬轄は廃れ、村の経済 は農業、商業、出稼ぎ者からの仕送 りが中心である。特に周辺地域か

ら集めた菜種搾油業が盛んで、その風味のよさ、品質の良さから、省内の大都市の昆明や下関(大 理)

でも高値で取引される高級品である(馬 永歓他2012)。

3)東 蓮花中阿学校の実際

　この清真寺内には中阿学校がある。公 立学校 と変らない規則(5>や 教学規劃 も存在する。東蓮花

中阿学校の教学規劃は次のとおりである。これらの内容は、別の中阿学校でもほぼ同じなので、以下、

参考 までに列挙 しておく。

(1)小 学班　甲班 と乙班　内容:イ スラーム常識、発音、アラビア語アルファベット、フトバ、雑学(簡

　　 単なイスラームの内容を集めた文言集)講 釈、学習の仕方

(2)基 礎班　甲班 と乙班　内容:イ スラーム常識、クルアーン ・ハディース、イスラーム法講釈、実

　　 施方法

(3)補 習班　甲班:内 容:イ スラーム常識、発音、アラビア文字アルファベット、クルアーン・ハディー

　　 ス、イスラーム法講釈、実施方法

　　 乙班:(老 年班女)と 丙班:(老 年班男)内 容:イ スラーム常識、クルアーン・ハディース、イスラー

　　 ム法講釈、実施方法

(4)全 日制班(4年 コース)

　初級班:(女)内 容:イ スラーム常識、クルアーン ・ハディース、信仰学、イスラーム法、アラビ

　　 ア語文法構造、イスラーム史、思想、品格と徳性など

　基礎班:　 内容:イ スラーム常識、クルアーン・ハディース、イスラーム法、中国語、イスラーム史、

　　 文体論など

　 中級班:内 容:イ スラーム常識、クルアーン注釈、ハディース解釈、アラビア語文法基礎、アラビ

　　 ア語 コース、イスラーム法、解釈、イスラーム史、法律法規常識、文体論など

　高級班:内 容:ク ルアーン学精釈、認主学(タ ウヒード論)、 修辞学、論理学、「天方性理」学、

　　 イスラーム法分析、ハディース学のエッセンス、中国史 ・外国史、法律法規 常識、品格 と徳性

　　 など

　 11名 の男女教師が、以上のように地元ムスリムのニーズ、年齢やジェンダー、レベルに合わせてク

ラス運 営をしている。1)～3)は 短時間教えるだけの 「塾」形式だが、4)は 全 日制班で、高級班

に至るまで4年 間の全 日制宗教教育が行われている。東蓮花村は小さなコミュニティで、他地方出身

の全寮学生 は存在 しない。さらに研鑛を積みたい学生がいれぼ高次の宗教教育機 関(後 述の昭通や

沙旬の中阿学校など)に 送 り出す。逆にいえぼ、地域のニーズに密着 しており、この村の宗教的結束

を固めるためは不可欠な存在といえる。

4)教 師(ウ スターズ)ZXyさ んとのインタビュー

　 以下 に女性 教師ZXyさ んとのインタビューに基づき再構成 してみよう。彼女 は当時(2009年9月

21日 開斎節)33歳 、娘1人12歳(初 中1)の 母親でもある(以 下括弧内は筆者による補足:21

歳で子どもを産んだことになるので、20歳 ごろに結婚 したということになる)。

　学歴について:彼 女 は地元の初 中卒後、雲南南部の回族集居村、沙旬で男性 ・女性向けに開講
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されていたムスリム教育基金会の初級班で学んだ(6)。当時、ムスリム教育基金会の初級班の教 師に

はサウジアラビア、シリア、パキスタン、マレーシアなど留学経験者が多かった。基金会で学んだ後、

この東蓮花清真寺の高級班(前 出)で 学び、阿旬賞を獲得した。ちなみに、初級班 と高級班の違い

は短大 と大学の違いのようなものということであった。

　勉強のきっかけ、同級生 について:初 中の時にZXyさ んはたまたま沙旬に行 く機会があった。回

族が多 く敬度な雰囲気でアラビア語学習が盛んな沙旬が気に入 り、両親の猛反対を押 し切って沙旬

の学校で勉強を決めた。一方、高中(高 校〉の受験には失敗 した。沙旬の教育基金会の学校 には

初級班 と高級班があった。初中学歴はZXyさ んだけだった(他 の人はもっと低い学歴だった)。 教育

基金会の学校でも経済 的な理由で中退するものもいた。全部で3人 の女性卒業者のうち、一人は子

どもの面倒を見てくれ る人がいないので現在教師をしていないが、もう一人は子どもを世話 してくれる

入がいるので今でも教えている。

　学習班の構成 について:現 在の東蓮花清真寺では女学(女 性の中阿学校)と して既婚女性 向け

の 「老年アラビア語学習班」婦女学習班(前 出)が 開かれ、女性は早朝と昼間に1コ マ(1.5時 間)

ずつ計2コ マ学ぶ。早朝に学習班 に来て1コ マ学んで、家 にご飯を作り食べに帰 り家事 をして、午後

にまた学習班 に足を運んで1コ マ学ぶ。その後家 に戻って礼拝が既婚女性の日常である。参加者は

70人 である(既 婚女性たちは女学でイスラームの真髄 を学ぶという 「言い訳」で家人から外出許可

を得、束の間でも家事、家族関係の煩わしさから逃れ、同じような境遇 にある女性たちと連帯感を紡

ぎ、家庭でのイスラーム的道徳の教育者 ・伝達者 としての女性の使命感を共有 していると考えられる(松

本201Qb:79))。

　 ZXyさ んは13年 間この仕事をまじめにやってきた(結 婚の20歳 からずっとこの仕事を子育てしな

がら続 けてきた)。 クルアーン、ハディース、イスラーム教義を教 えると同時に子 どものアラビア語学習

班も受け持っている。幼稚園から小学6年 まで8つ の班があり、公立小学校のクラスが下校後その

まま毎 日のアラビア語学習班 となっている。夏休みなど長期休暇中は1日 中アラビア語の勉強をする。

試験が半年 に1回 ある。子 どもの学習班では清真寺の清掃活動 もする。ZXyさ んを含 めて、 この中

阿語学校には3人 の女性教師がいる。

　 教学の工夫について:子 どもたちにアラビア語、イスラーム学習に積極 的に取り組ませるためにイン

センティブを与えている。1週 間毎日来 ると1元 、皆勤賞が30元 、罰金が2毛 という風 にである。また、

試験の成績優秀者には、1等が50元 、2等が30元 、3等が15元 もらえる、というシステムを作っている。

給与:通 常夜だけ教えていれば給与150元 であるが、それ以上教えれば給与以外 に奨励金が50-

100元 出る。 その他、米、大豆、小麦など穀類600キRが 現物 支給 だ。小経(ア ラビア文字で漢

語 を標記する方法)を 教えると200キ ロの大豆がもらえる。この現物給料の制度を改めて、統一 して

1000元 の給与案が出ている、 ということであった。

　 夫とのなれ初めについて:ZXyさ んの実家はこの付近の農家で、父は小学校卒、母は初 中卒であっ

た。夫は漢族で実家の搾油業 に出稼ぎで働きに来ていた。真面 目で敬震な回族 に惹かれイスラーム

に入信し、父母が勧めて婿に貰うことになった。13歳 の時婚約した。

　 教えることと子育てについて:沙 旬の学校修了直後に結婚 し、40日 後 にここで教えはじめた。小

学4年 の班、婦女老年班を教えることになった。みな熱心に勉強をした。娘が生まれても近 くに住む

親に面倒 をみてもらえた。暇を見つけて授乳に家に帰ったりしていた。

　 仕事のスケジュールついて:ZXyさ んは東蓮花の近 くの回輝登の中阿学校でも教えている。早朝

婦女班に1コ マ教え、8時 半に礼拝、9時 に家で朝食を食べて、10時 半に回輝登で教え、1時 半に

戻 り、休憩後 この東蓮花清真寺の婦女班で教え、夕方以降は小学班で教えるというめまぐるしさである。

　 自分の子どもの教育について、イスラーム化について　 ZXyさ んは1人 娘についても将来は高 中

卒業後にイスラーム教経学院(中 国政府系宗教学校)や 海外留学させイスラームの勉強をさせたい

と思っている。以前は中国のムスリマは蓋頭を被 っていなかったが、イスラーム世界への留学組が帰

国後みな被るようになった(外 国の 「正統」のイスラームの教えを改革開放後の留学組が伝えたとい
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うことで、蓋頭は 「新 しい伝統」となったということを意味する。宗教を全否定した文革の反動も大き

かったと思われる)。近年 中阿語学校で学ぶ人が増えている(い わゆるイスラーム回帰、イスラーム復

興現象。中国では近年意図的に 「文化 自覚」と言い換えられている)。魏山には22の 回族村 ωがあ

りそれぞれ清真寺があるが、ほとんどに婦女学習班(女 学)が ある。男老年学習班 もある。ウスター

ズが礼拝の意義と意味、イスラームの倫理観を教えている。

　女 学について:女 学 は回輝 登、小園壇が有名で、多 くの初 中卒業生 を全 日制で受 け入れ、全国

から学生が来る。少し遠いが雲南 中部の納家営(通 海県納古鎮〉の女校(女 学)は 条件が良いの

で評判がいい(海 南省など全 国から学生が来る。(筆 者による2006年6月 調査))。 同僚のHYm、

LYは 納家営の女学修了後 ここで教えている。女学 を出た女性には任教の機会がある(「公立学校 」

の学歴は足 りなくとも、必要とされ尊敬 される仕事をし、経済的自立によってエンパワーできる(松 本

2010b:95-99))。ZXyさ んはこの方面でのパイオニアであるが、この仕事は大いに発展を遂げている(実

際、回輝登、小 園垣、納家営、沙旬の女学出身者は海外留学をしたり、別の女学の教師になったり

している)。

　アラビア語とビジネスの関連:ZXyさ んの弟はまず東蓮花清真寺阿文学校の初級班に入 り、その

後北京第二外国語 学院アラビア語学科で学んで後、サウジアラビアに留学 した。広州、義烏、香港

で働いた経験をもっ。弟の同級生には北京で貿易会社を営み、100万 元の家、40万 元の車を所有す

るものもいる。親戚 の子 も広州でアラビア語通訳 をしている。アラビア語能力をっければ努力次第で階

層上昇できる、 ということは広 く知られている(松 本2010a)。

　子どもたちの将来:こ この回族の子どもたちの将来の夢は家庭教育や家庭環境によって異なる。サ

ウジアラビアに留学 したいという子もいれば、(普通の)大 学 に入って公務員になりたいという子 もいる。

安定 した給与を欲する父母がいる家だ。農民にはここに残って農業を継いでほしいと考えているものも

いる。

　 地方政府の管理:こ こでは地方政府が宗教活動 を上手く管理しており、政策と宗教活動の間の矛

盾は今の所ない。青海や新彊のように教派が多かったり他宗教との兼ね合いが難しかったりする場所

では問題が起 きがちであるが、雲南はそのような問題がなく丸 く収まっている。ムハンマドの誕生 日を

祝う聖紀節も22の どのモスクでも開催され、教民(ム スリム)が 集 まって預言者ムハンマドの晶徳の

高さを学ぶ。宗教管理政策でもこのようなことも許可されている(ちなみに開斎節(イ ード・ル・フィトル)

は、回族集居地域では職場 も公立学校も休 日となる)。

　 インタビュー後の感想:女 性の人間形成の場所、職業訓練の場所、 自信 と能動 性を高める場所 と

しての女学での学びについては既に論 じたが(松 本2010b)、 このZXyさ んにっいても同様のことが

いえる。地元で13年 間仕事 をしている彼女 は、コミュニティ(ジ ャマーア〉の中核的存在である。ア

ラビア語学習班に通 う老女たちや子どもたちも含め、村の誰もが彼女の教え子 ということになるからだ。

特に年長女性からの全幅の信頼と感謝、尊敬は、女性の家庭 内・ジャマーアでの高い地位の保証やジャ

マーアの安定化 に役立っているはずである。神を敬い畏れるという宗教知識を通 じて、勤労の大事さ、

質素さ、謙譲、謙虚、人間の尊厳、助 け合いを教える彼 女は、過度の物質至上主義、拝金主義、

精神的堕落からジャマーアを守る一翼を担っているともいえる。宗教実践に裏打ちされ、落ち着き払っ

たその態度や言動から、彼女 もまた自分の仕 事にやりがいと誇 りをもち、自信 に満ち溢れた人生を送っ

ていることを窺うことができた。

3.昭 通市の申阿学校(1) 毛貨街中阿学校　外に目を向けている学校

1)　毛貨街中阿専科学校の実際

　位置と清真寺の歴史:雲 南省昭通市は、省都昆明から北に500キ ロ、昭通一昆明間の飛行機や

高速バスが行き来に利用されている。公式発表によれば昭通市は周辺も含めて582万 人の人口をもっ
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(市政府公式ホームページ、2004年 統計)。 市部(昭 陽 区)の 人口77万5千 人のうち回族人口は

2万2千 人に過ぎない。

　訪問したのは、街のほぼ中心部にある毛貨街清真寺と付属の中阿専科学校 と昭通市東大寺新光伊

斯蘭学校(訪 問時は、昭通市外国語学校)で あった。昭通 は都市再開発が進み、「現代化」が着々

と進む街であるが、毛貨街清真寺 は、区画整理途中の入 り組んだ小路にある。毛貨街という名称 は

清末に毛皮加工業の回民が7戸 あったことから名づけられた。清代にあった清真寺は 「回民起義」

制圧時に破壊され、毛貨街清真寺は光緒12年(1886年)に 新たに作られた。1947年 には回民30

数戸、人口200人 にまで増えていた(呉 建偉編1998:94)。 しかし、1949年 以降、改革開放期を

迎えるまでの約30年 間宗教活動 は振るわなかった。

　学校の実 際:こ の毛貨街中阿専科学校は初

中卒以上の学生 を受 け入れる4年 制 で全 日制

の所 謂 「高 中型 」の学校 である。CYf先 生、

MLg先 生、　DLx弁 護 士(回 族 で清 真寺 の管

理委員会の董事長)に 話を伺った。CYf先 生は

河南省洛陽出身で、イスラーム法が専門、MLg

先生は昭通出身であるが、内モンゴルの呼和浩

特清真小寺や西安の民族中阿学校でも学んだと

いう経験をもつ。DLx弁 護士 は、地元昭通出身、

雲南大学で法律 を学 び、弁護士経験は30年 に

なる。

　彼らによれば、広域昭通地区では公式統計で

は回族人口は18万 人だが、計画生育政策違反

で出生登録をしていない子 もいるので、20万 人

写真4:昭 通中阿専科学校のテス ト時間

は下 らないということであった。隣接する貴州省の回族集居地区を入れると約30万 人の回族 人口規

模である。清真寺も政府が登記 しているのは180箇 所であるが、実際は200箇 所以上あるということ

であった。

　中阿専科学校の歴史:こ の学校 は地元 回族 を中心 に募金 を集 め、歎難辛 苦の末 に1994年 に

姶められた。 当初 学生は80人 しか集められなかったが、1996年 には300名 の学生を集 め(宇 鵬

2007)、 今日まで約15、6年 の歳月を重ねてきている。時期 は雲南他地域の納家営、沙旬等より遅い。

当初は宗教知識を教える場がなく保護者が競って子どもを入学させたがった。

　カリキュラム:カ リキュラムは、1年 目はアラビア語基礎や口語、2年 目は、清代 に出た漢語の経書

の注解、伝統、イスラーム史を付 け加え、3年 になるとクルアーン、ハディース、イスラーム法の内容

が多くなる。4年 は(阿 笥養成のための)高 級班である。漢語を多用 して、概念 と思想を教える教授

法を用いる。大半が3年 で修了する。国内有名大学の回族学の専門家を招聰 しての特別講義 もある(ち

なみに、筆者も講義をした)。 イスラームの教えを理解 ・実践できるような人間らしい心をもった人を

育てることに心を注ぎ、災害ボランティア、扶貧ボランティアなどにも力を入れている(8)。

　卒業後の進路:課 程 を終えると中国各地 に赴任 してイスラームの伝教者(阿 旬、教師:ウ スターズ)

になったり外国留学(バ ングラデシュ、エジプト、パキスタン、シリアなど)し たりする。2008年 の約

50名 の修了生のうち40名 の男子学生が別の農村の清真寺の阿笥になった。義烏、広州などで通訳

業務に就 くもの、外国の大学に留学し博士号をとるものもいる。貿易業務 を始 めた者の中には数百万

元の年収を得るまでになった者もいる。全国から学生が集まっているので、ここで培った地域間 ・ムス

リム間のネットワークが商売 に生かせている(9)。高中に在学 しつつ中阿学校で学んだものの数十人が

有名大学の学生となって、在籍 している大学のムスリム青年の信仰の中心的存在となっている(昭 通

毛貨街清真古寺管理委員会2010)。
　 　 　 　 　 　 　 　 マ　マ

　昭通地区には、170の 清真寺があり、170人 の阿旬が必要だが、宗教界には1000人 いる。1人
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の任教期間は3年 間であるから、理論 的には20年 間に1回 しか任教の機会がない(李 正清2008:

366)。 勢い、中阿学校を出たものは阿旬以外の職業の機会 を求める必要が生ずる、という批判的意

見もある。

　学生の出身地:学 生の出身地 は、昭通 出身地が半分、その他が全国各地から集 まる。山西、内

モンゴル、河南、甘粛、陳西、山東、寧夏、中には新彊各地からの回族生徒 もいる。訪問調査では、

ウイグル族学生には会わなかった。学生のみならず教員の出身地 はさまざまである。 この学校の教師

は男16、 女3名 計19名 いるが、出身地は全国に渡っている。

　学生の学歴:学 歴は中卒が60%、 高中卒も一定比率おり、大専(短 大)出 身者もいる。年齢 は

15歳 から20歳 前後である。大学受験に失敗 したり大専を出ても仕事がなかったりしたものもいる(1°)。

しかし逆にこのような中阿学校 に入ることで、唯一の神を信 じ、信義、信頼、謙譲、謙虚の心を重ん

じる 「真のムスリム」となった彼ら/彼 女 らが活躍できる空間は広がる。無神論者や他宗教信仰者が

参入できぬムスリムのみに通用するニッチな社会領 域があるからである。「信仰があれぼ飯が食える」

のである。

　学費:学 費は1年 目が500元 、2年 目からは無料。生活費(寮 費 ・食費)は 月100元 である。

昭通は経済水準が低いので、学生の家庭環境 を考慮して低 く抑えている。この地域 は交通不便で経

済的にも遅れているが、宗教への情熱は高い。学校経費は毎年50万 元以上かかるが、清真寺の不

動産収入は3万 元に過ぎず残 りの学校経費は全て昭通の回族からの天課(ザ カート、サダカ)で 賄っ

ている。回族は数十戸 に過ぎず みな一般労働者で家具や家電などもない家 も多い。収入の半分以

上 を学校 に寄進する篤信のものもいる(宇 鵬2007)。 倫理的人間を育てるのが目的なので、職業学

校ではないと考 えている。

　教員の給与について:数 百元 に過ぎない。その能力で広州や義鳥に行 けぼ、月3500元 以上は稼

げるが、教育活動に使命感をもっているので、現状で満足している。

　学生募集について:学 生募集は宣伝を特にしていない。卒業生 ・在校生が新学生を連れてくるとい

うロコミ方式である。きょうだいで入学するものもいる。現在270名 の学生がいる。事実上の無試験

で来 るものは拒まず、というスタンスである。学力 ・態度面で劣っている学生もいないでもないが、宗

教教育を実践 していくうちに、見違えるようにまじめで規律正 しくなり、勉強好きになっていく。教学の

レベルも大専(短 大)レ ベルに達 しているという(宇 鵬2007)。 女性 は蓋頭、男性は回民帽とよばれ

る帽子が 「制服」である。特別な時には長いイスラーム服を着ることもある。

　回族が抱える問題 について:回 族の宗教に覚醒した人々は次のような危機感を持っている。第一 に

通婚問題、第二 に大都市で青年が学んだら出身地に帰 らない問題、第三に家庭教育の問題、第四

に信仰の問題である。第一の問題 と第二の問題は相関している。すなわち、都市の大学や職場で出会っ

た漢族と回族の男女の恋愛結婚が増えている。それによりイスラーム的人間観が拝金主義的かっ唯物

論的漢族文化に併呑され、回族 は漢化 ・世俗化 してしまう。世俗化の波 は、第三、第四の問題も顕

在化させる。親が信仰内容を知らなければ、家庭で子 どもに教えの良さを伝える機会はない。公立学

校では宗教教育 は一切ないので、子どもは 「回族」民族成分の意味が不明となったり、唯物論の影

響から信仰 自体 を拒否してしまったりする。結果 的に宗教は周縁化 し 「回族Jは 消滅するか満族や苗

族のような記号的存在となる運命 を辿る。大学進学 に反対でないが、漢族と激烈な競争に身を置 き、

マイノリティとして都市に埋もれる結果(神 を畏れず 奉仕の精神に欠 く自己中心的な)漢 化を余儀な

くされる。 その結果、綿々と引き継いだ信仰が理解できなくなる。

a)　 毛貨街中阿学校でのアンケー ト

　筆者は、この学校で学生にアンケー ト調査をさせてもらった。男女、年齢、出身地、家の仕事や学

歴のほかに回族アイデンティティを意識しはじめたきっかけ、困難なこと、相談相手、回族らしさとは何か、

といったことを質 問するものであった。

　ここで明 らかになったことをかい摘んで紹介すると、以下のとおりである。
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　回答 者は35名 で男性12人(34%〉 、女性23人(65%)、10代 が7名 、20代 が26名 、無 回

答が2で あった。出身地は、雲南13(37%)、 新彊9(25.7%)、 山東4(11.4%)、 河南2、 寧夏2、

内モンゴル1、陳西1、貴州1、未回答1で あった。新彊ではイスラーム宗教教育はほとんど禁止なので、

つてを使って昭通の学校に来ていることがわかる。

　家庭の仕事 は、農民が24(68%)、 個体戸、労働者 がそれぞれ3(8%ず つ〉である。 テレビ、

携帯電話などはほぼ100%所 持しているが、ガス8人(22%)、 上下水道5人(14%)と インフラ整

備が比較的遅れている農村 ・貧困地域出身者もいることがわかる。

　また、自分が回族と認識したのは父母からと29人(82%)が 答えた。イスラーム文化に誇 りを持つ、

と答えたものは26人(74%)で ある。将来子どもを持つとすれば学歴はどのくらいまで、との問いには、

大学が12人(34%)、 大学院(博 士)が11人(31%)、 双方合わせて23人(65%)と 、高い学

歴志向を示 した。これは、 自分の希望を反映したもので、回答者 に農民出身が多いことからも、経済

的問題から大学進学が叶わぬ夢であった自分 の姿を投影 しているものと思われる。それは次の困難な

ことに関する答えからもわかる。

　困難 なこと(複 数回答可)は 、仕事がない15人(42%)、 収入が少ない12人(34%)、 将来が

見えない8人(23%)、 家族の健康問題6人(17%)、 結婚問題7人(20%)な どが多く回答された。

経済問題が重 くのしかかり、学 費の安いこの学校に来た、 また回族同士の結婚相手を見つけることの

困難さという背景も透けてみえる。

　困ったときの相談相手は家族17人(48%)、 回族友人13人(37%)と 続き、漢族友人6人(17%)

を大きく引き離した。家族はほぼ100%回 族か改宗ムスリムなので、問題解決は回族の中でなされるこ

とが多いことがわかる。

　 「回族 らしさとは何か」、 という問いに対 して、20名(57%)が イスラーム信仰 と答えた一方で、名

称だけと答えたものも5名(14%)い た。彼 らは中阿学校在籍 という環境上、イスラーム習慣 と信仰 に従っ

た生活をし、アラビア語をある程度理解できている。

　また、ε成功するために重要なことは何か」 との問い(複 数回答可)に ついては、個人の才能18人

(51%)、 努 力24人(68%)、 学歴3人(8%)に 対 し、信 仰が33人(94%)と 格段に高い。行

きたいところは国内では義鳥8(22%)で 上海、北京、広州を押さえ、外国ではマレーシア21(60%)、

エジプト17(48%)、 サウジアラビア7(20%)と 続 く。

　信仰深さが成功につながる、というのは、中阿学校生の信念であろう。さもなければ、高中 ・大学

進学を諦めて遠路はるぼる昭通にやってきて、難しいアラビア語を学ぶべく規律厳しい寮生活をする必

要 はなかろう。また、義鳥人気 はここでも高い一方で、マレーシア留学の夢 もまた多く語 られる。治安

がよく距離的にも近いイスラーム世界で、英語も学べ漢語も通 じる、という身近さがマレーシア人気の

秘密である。

　なお、「回族らしさとは何か」、という質問に対する代表的な記述は次のとおりである。

Aさ ん:思 うに、 真の回族 とは自身が特 別 にもってい る文化 と伝統 を保 持 し、 自民族 の信 仰 をしっか りと守 る大で

　 　 　 ある。 イスラームは、物事 を処 理 し人 と接 する際、 回民の生活 の指南 となるはず、そのようであれ ぼ、他

　 　 　 民 族 は二 度 と回族 あるいはイスラームを野 蛮で 無知 などと誤解 しないだろう。 回族の人々は同化 され えな

　 　 　 いが、 しか し同化 は私たちの 目前に差 し迫 っている。

Bさ ん:真 の回 族 とは自分 の文化や 伝統 、 習慣 を守 り通 し、 イスラームの教 えを守 り、 それ に従 って生活 する人

　 　 　 のことであ る。

Cさ ん:正 しい信 仰 を有 し、信 仰 と行 いが一致 していて、 善美 を尽 くす人のことであ る。

Dさ ん:品 行方正、言 葉使 いが 美 しく、人 とな りが善良で、社会 的 に認 められてい る。

批判的な意見もある。世俗化や 「回族」の単なる記号化への警戒である。

Eさ ん:回 族 とはただの一民族 の名前に過 ぎない。真の 回族 とは特 に自分 の文化や歴 史 を理解 し、 アラブ文化 を
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継 承 す る人 のことであ るが、 真 の回族 が必 ず しもムス

リムを代表 するとは限 らない。

Fさ ん:イ スラームを信 仰 することは回族の責任 である

が、 回族 はム スリムを代 表 しない し、 ム スリムも全 て

が 回族 で はない。回族 とは一民族 の代 名詞で、イスラー

ムを代表 するもので はない。

Gさ ん:回 族 は過 去 にイスラームを信仰 す る人の代 名

詞であったが、現 在 は一民族 の名前になっている。

写真5　 回民起義殉難記念碑 「烈士坊」

3)「 宣伝欄」にみる危機意識

　毛貨街は非常に狭い小路であるが道沿いのイ

スラームに関する宣伝欄には、次のようなことが

黒板に書かれていた。現在の回族が置かれてい

る政治的、宗教的危機意識が表れていると思わ

れるので、簡単にその内容を紹介する。それは、

信仰がない回族も増 えているという世俗化 という

危機、回民帽や蓋頭を被っていると白眼視されることもあるという被差別 ・無知の問題の内容のほかに、

娩曲な政治批判もある。例えぼ、次のようなものである。

「政治家 は政治信仰(主 義や領 袖)を 他の信仰 に取って代わらせたいと望む。しかし、主義や

領袖は完全でも万能でもない。主義は修正され領袖は人に過ぎない。…欠点がない人はいない。

領袖が神を作れるとでもいうのか?… 強大な政党や政府 も社会問題 を解決でき/¥社 会の不正を

完全 に無 くせない。先端科学も自然界の謎を解き明かすことはできない。賢明な領袖 にも欠点や

誤 りがある。一方で、神 は全能であり、信仰者 は物質ができぬことでも精神上ではできる。今世

で出来ぬことも来世でできる。」(2009年 調査資料)

　体制批判かつ唯物論批判と取れる文章である。逆にいえば、印刷物 という証拠が残 らないものであ

れぼ、このような言論は人々の目に触れる所で比較的 自由に発されている。現実の中国の政治 ・社会

状況と信教自由の根本 的矛盾は広 く理解 されている。だから、他エスニシティに比べて比較的宗教管

理の緩い回族がイスラームに回帰することは、倫理観が破綻 し、混迷を深 める中国社会で生き抜き、

現状打破するために必要と理解 されている。

4.昭 通市の中阿学校(2):ペ ルシャ語も教えるイスラーム学校

　町の中心部にある昭通清真東大寺に隣接する中阿学校(現 、昭通東大寺新光伊斯蘭学校)も あ

るということで訪 問した。2◎03年 に再建された昭通清真東大寺に付属している。 ここにはr回 民起義」

時代この敷地内に逃げ込み殺されたり井戸 に身を投げたりして犠牲となった数千入の回民犠牲者を弔

う殉難紀念碑がある。150年 以上 も前の体制の手による惨事を子々孫々に渉って記億 しようという意

志を感じさせる大 きな建造物である。

　面会 したHXm校 長 は青海省西寧出身者である。学生は12◎ 名、全寮制で男性のみである。雲南、

青海、甘粛、河南などの学生が来ており、昭通のものは少ない。2001年 にできた5年 制学校である。

卒業生 は阿笥、教師、または義鳥、広州などで通訳業につ く。学生の学歴は初 中、高中、大専卒な

ど一様でない。1学 期の学費は食費 ・宿舎費込みで1000元 。1年 は2学 期制なので、1年 間2000

元の学費である。毛貨街中阿学校 とほぼ同程度となる。

　 HXm校 長は着任 して3日 目、ここに来 るまでは、甘粛省の臨夏回族 自治州の学校でアラビア語 と
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ペルシャ語 を教えていた。2001年 にイランにいき、2007年 に帰 国した。 コムのイマーム ・ホメイニ大

学でイスラーム哲学を専攻した。その頃ゴルガーン、マシュハド、コム、イスファハーンなどイラン各地

に中国人留学生 は200人 ぐらいいた。

　昭通ではイランで盛んなカラーム(神 学)を あまり教えない。ただ、ペルシャ語 を学ぶと仕事の選

択の幅 も増えるので、他の中阿学校 と差別化を図ったカリキュラムを組んでいる。 中国の伝統的経堂

教育ではペルシャ語も重要だった。必修本にペルシャ語のサアディーの『ゴレスターン(薔薇園)』もあっ

た。この学校では経堂教育の改革を目指 し、存在一性論の宇宙観を示した 『天方性理滋(清 代の劉

智作)も 教える。校長 はペルシャ語を教えるが、他に18人 の青海、臨夏などにある国内の中阿学校

を卒業したアラビア語の教師がいる。

　サウジアラビア留学組がサラフィーヤ(原 理主義的イスラームで女性の権利を制 限したり、女性 に

黒いアバヤを強制したりする)を 持ち込んでいるが、あれは穏健な中国イスラームの伝統 に反するもの

である、 と校長 も管理委員会の委員も力説 していた(ll)。

　募集広告を打っていないのは昭通中阿学校 と同じで、みなロコミでやってくる。女性の募集は男性

の教学が定まってからと考えている。清真寺管理委員会 にはもと企業経営者や小企業経営者が関わっ

ており、周辺の回族ムスリムからのザカートやサダカを管理 している。

　以上のように、昭通の二つの中阿学校では、教師も学生も流動性が高い。学生は卒業後 も高い流

動性 をもち、海外・国内各地 に散っていく。教学内容でも他の中阿学校と違う差 異化を図っていること、

学費が安いこと、ザカー ト、ワクフ、サダカで経費が賄われていること、学生には比較的貧困家庭出身者、

それも農民が多いこと、 「回民起義」被害やその後の被差別に対する歴史認識が深いこと、政治批判

やサラフィーヤ批判 も辞さないほど宗教意識が高いこと、さらには中阿兼学 という伝統的雲南学派を

現代 的にアレンジして復活させようとしていることが特徴である。

5.沙 旬の場合:文 革時の惨殺の記憶、改革開放と宗教復興、宗教教育

1)二 つの虐殺の記憶:歴 史からの逆照射

　雲南南方の沙旬の例 を紹介 しよう。この地 は、イスラーム信仰とイスラーム教育が盛んな地で、清末、

民国時代から多 くの入材 を輩出している。エジプトのアズハル大学に留学し中国語版 クルアーンの翻

訳で有名な馬堅の出身地でもある。現在の沙旬は2011年 統計で約4300戸 、人口約15000人(内 、

回族は3500戸 余 り、13000人 余 り)の 町で、地区での回族人口比率は85%で ある(石 雲2012)。

　 明代からの回民が居住 したとの記録があるが、 「回民起義」失敗で各地 に逃亡 ・離散した回民が

清末から民国初期にかけこの村に再集結 ・移住して以来、村が大きくなった。魏山と同様に人口減少、

被差別 と貧困に苛まれた回民が辿 り着いた安住の地が沙旬であった。彼らがまず姶めたことは馬鵜や

農耕 という仕事 とイスラーム振興事業であった。

　 1949年 の調査 によると、沙旬 には900戸 以上、5000入 の回民がいた。当時から教育熱心で、ほ

とんどがアラビア語の基礎 力をもち、 中阿学校に男女が学び(専 門部28人 、女生部130余 入、補

習部100人)、 街に茶館は1　 しかなく、飲酒、賭博、タバコの習慣がなく、仕事熱心で、人々は1

日5回 の礼拝 を欠かさず、街全体が清潔でイスラーム色が非常に濃厚な街であった。特筆すべきは、

女子学生の方が男子学生よりも多いということだった。男子は馬幕で外にでるので、沙旬外部の学校

を進学先を選んだ。イスラームの学習を続 けた女性 は師娘(シ ーニャン)と 呼ぼれ、教えるのみなら

ず社会的地位も高 く、沙旬女子のよき職業 となっていた(江 応櫟1950(1985))。 女性の宗教教育に

よるエンパワーメントという観点からすれば、沙旬 は先進地域であった。家庭教育の主役 の女性がイ

スラーム文化 を支えた。それは 「回民起義」で多くの男性が死亡し、宗教知識と回民の絶滅の危機

に瀕したという、1949年 当時から数えて70数 年前の悲劇の記憶を胸に刻んでいたという側面 も見逃
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写真6:沙 旬清真大寺

せないであろう。

　 この地 は文革 末期 の1975年 の人民解 放

軍 による回民惨殺事件 「沙旬事件 」の地 とし

ても知られている。沙旬の回民が 「反 革命武

装叛乱」 を企てているというか どで当時人口

6000人 の村に人民解放軍600人 の部隊16個

(すなわち9600人)が 動員され7日 間砲撃

が続き、公式見解で900名 以上、子 どもを含

めるとその倍以上が殺され、村 と清真寺 は徹

底的に破壊 ・焼き払われた。「繊滅 」という言

葉がふさわしい。 この事件 に関 しては、改 革

開放後 「四人組の仕業」 とされ 「平反」(名

誉 回復)し 冤罪 と認定 された。しかし、殺 さ

れた無事の民は帰ってこない。村 を見下 ろす

小高い丘の上には名が分かった人々の名前一っひとつを台座に刻んだ 「殉教者」(シ ャヒード)を 悼

む紀念碑が建てられている(馬 薄2006、 松本2010b、 楊海英2012)。 一家全滅で名も分からない

人を入れると少なくとも村民の5人 に1人 が殺 されたという統計 もある。現在この村の住人で、親戚、

友人 をこの事件で失っていないものはない。住民は折に触れこの紀念碑を訪れ、刻まれた親 しい人の

名前をなぞり事件の記憶を新たにする。そして、凄惨な事件の記憶はその時代 に生まれていなかった

若い世代にも引き継がれる。アザーンの声が大拡声器で鳴 り響く、まるで中東にいるかのようなイスラー

ム色が濃厚なこの街では、女性の99%が 蓋頭をかぶっている。

　 「回民起義」失敗 と 「沙旬事件 」という百年 を隔てた二っの虐殺事件の記憶 とその継承は、沙旬

の独特のイスラーム意識 を高めるのに十分な役割 を果たしている。

2)経 済力とイスラーム復興

　沙旬 に清真寺ができたのは明代のことであるが、康煕年間 ・乾隆年 間に相次 いで改築 された。

1000人 を収容できたという清真寺は道光年間に改築され、1975年 の 「沙旬事件」時に破壊 された。

1981年 に資金を集めて4000人 礼拝規模のものを再建 した(馬 恒豊1994,呉 建偉1998:98)。 さら

に2005年 から6年 の歳月をかけ2011年 に完成 した沙旬清真大寺は17700平 方米、中国最大級の

大きさのもので、10000人 を収容できる。費用は3000万 元(1円14円 として4億2千 万円)、 資金

はすべて地元のムスリム企業や個 人か らの献金 ・寄付である。明代から数えて6回 目の改築である。

被破壊と再建を繰返してきた苦難の歴史を物語 る。

　 これだけの費用をかけて清真寺を建立するためには豊かな経済力が必要である。

　沙旬はもともと農業 と馬幣を主体 として生活を成 り立たせていた村であったが、改革開放後大きく様

変わりした。農業中心から1980年 代の郷鎮企業経営の実験 を経て、現在は工業 ・鉱業の民営企業

が55あ り、その中で、資産1億 元以上が13あ る。特に、有色金属冶金精錬業がさかんで、農村は

現在大規模 な工業 区に変化 しっっある(石 雲2012)。 経営者のほとんどが熱心なムスリムの回族で、

多くの天課を清真寺建設や学校経営に拠出している。

　 そのトップ13の うち9番 目の企業、個 旧市聯興貴金属有限責公司の役員の回族W氏 から話を聞い

た。W氏 は2012年 時点で45歳 、沙旬事件当時は8歳 だった。彼 も親戚、友人の多くをこの事件

で亡 くした。額にくっきりと二つの礼拝だこのある敬慶なムスリムであるこのような人は中国では非常に

珍しい。会社は資本金3000万 元、総資産1.9億 元、2011年 の生産 高1.8億 元(1元14円 として

252億 円)、 従業員は200名 という規模である。1985年 に郷鎮企業として設立され、現在は、銀のイ

ンゴット年間200ト ン、金のインゴット年間100キ ログラム、ビスマスのインゴット300ト ン(合 金、冶

金添加剤、医薬、化学試薬などに使用)、 テルル(tellurium)年 間3000キ ロ(半 導体、冷却器に
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使われるいわゆるレアメタル)の 精錬生産している(個 旧市聯興貴金属有限責公司提供資料)。 日本

のM自 動車会社 ともかつて取引があったという。

　さて、一般 にムスリムは天課(ザ カー ト)を2.5%支 払うが、ある調査によれば、沙旬では1%に 過ぎず、
「宗教的寄 付」の意味 しかないという(鄭 偉林他2011)

。だが、巨額の儲けを出しているムスリム企

業、ムスリム企業家の天課の額 は多額である。例 えば、付近の小規模の清真寺である白房子清真寺

の2012年 の開斎指は全額で123万3253元(日 本円で1元14円 として1726万5542円)で あるが、

そのうち、大 口で1万 元以上の掲金をしたのは、10人 、Wさ んは2万 元、　Wさ んの兄は10万 元寄

付している。他に各々20万 元の掲金者は3人 もいる。彼 らは当然別の清真寺や中阿学校 にも寄付 し

ている筈なので、彼らの年収たるや日本円で億を軽く越えるはずである。ちなみに、Wさ んは高級車ば

か り5台 の自動車を所有している。

3)さ かんなイスラーム教育

　沙旬の回族企業家たちは複数の中阿学校にも援助している。Wさ んらが援助して作ったのは、開遠

阿専 と個 旧市沙旬特格瓦(タ ックワー)阿 拉伯語職業中学である(タ ックワーとはアラビア語で 「神

を畏れること、神を敬うこと」という意味である)。後者は、学費は半年600元(寮 費込)。22名(内

女性10名)い る教員の給料 は2000～2500元 、宿舎や光熱費は無料で、海外留学経験者がほと

んどである。給料 をある程 度保 証 しないと義烏などに行ってしまう。学生 は男240、 女140で 、全

380名 、学歴 は多くが初中卒、たまに高中卒も

いる。学費半年600元 というのは水道代 ・光熱

費に足 りないほど安 く、公 立の高中よりも安い。

教員は給料がまるまる貯金できる、という。卒業

生 は、義烏、広州で通訳になるもの、サウジア

ラビアのマディナに留学 に行 くのも多い。サウジ

アラビアは奨学金が多 くでるからである。その他、

マレーシア、シリアなどに留学する。阿旬になる

ものもいる。年 度によって学生数が違うが、大

体300～400人 である。学生の質は高い。

　カリキュラムはクルアーン、ハディース、イスラー

ム法、クルアーンの詠み方など重点的に教える。

その他、コンピュータ、漢語、体 育などもある。

3年 間みっちりと勉強して(時 間割参照)修 了と

写真7:個 旧市沙旬特格瓦(タ ックワー)阿 拉伯語職業中学の時間割

なる。4年 いると進修 となる。非常に厳 しい寮生活で、イスラーム的な精神を学び、人間らしい心をもっ

た職業人になってほしいと考えている。

　 この学校 は1982年 から始 め、1989年 に形態を整え、1999年 に紅河州教育局の批准を受 けた。

足掛け30年 になる。始めたころは小規模であったが、次第に規模が大きくなった。寧夏、四川、貴州、

河南、青海など全国から学生が来る。

　沙旬清真大寺も幼稚園、小学生班、老年経学班、婦女経学班、専科といった各種の中阿学校 を

付属 としてもっている。 この点は東蓮花清真寺中阿学校 とも共通 している。ただ、沙旬地域の公立中

学でアラビア語を教えていることは特筆すべきであろう。例えば、沙旬の公立十三中学には1107人 が

在籍 している。初中は648人 である。90%以 上が回族であるという情況 を鑑み 「基礎アラビア語」カ

リキュラムも併設され、義務教育を受けると同時に、基礎 的なイスラーム文化知識 と道徳規範 を学ぶ(馬

渉捧2012)。 これは、中国では非常に例外的なことで、管見の限 り沙旬 と納家営以外にはない。イス

ラーム信仰 ・勢力を無視 して地 方政府 は動くことができない、ということは沙旬事件から得た苦い教訓

であろう。
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6.宗 教活動があまり盛んでない清真寺とアラビア語学校:末 端の清真寺で

　以上に見たように、回族社会の中で世俗化 ・漢化への恐れが強いことへの反作用として中阿学校

が改革開放後盛んに作 られ、宗教知識をもった人材 を多 く輩 出してきたことがわかる。 しかし、宗教

活動があまり盛んでない地域では全 く違う様相がみえる。南華県龍川鎮車子塘村の回族村 と清真寺を

例 として挙げてみよう。

　村民委員会の幹部によると、鎮の11個 の村のうち3個 が回族村である。その他 は舞族、漢族村で

ある。鎮の人口は620戸2596人 、 うち回族350人 ぐらいである。主産業は農業でタバコの栽培が盛

んである。商売をしているもの、 出稼 ぎに出ているものもいるが、大体 雲南省内である。女性 は家で

礼拝 しあまり清真寺にいかない。

　 MJp阿 旬 によると、この清真寺の歴史は古く、一番古い建物が400年 前のものである。　MJp阿 旬

は1980年 代 に魏山の小園壇清真寺で高名な馬雲従阿旬 に学んだ。当時初中班で160-200人 ぐらい

学生がいた。 ここの阿笥を務めて7年 目である。1日 に5回 礼拝 し、夜の礼拝は1時 間ぐらい、毎 日

約70人 がやってくる。開斎節 は270-300人 ぐらいくる。聖紀節はもっと多く、　 :11入 来る。清真寺

の学校(経 堂)が あり、礼拝の仕方やクルアーンを教えている。また、長期休暇中の集中クラスもある。

1日4時 間、 クルアーンのクラスには男子が多 く来 る。人徳、道徳などについても教える。土日の午後

もクラスがある。教えるのは、阿旬1人 である。 ここに宗教を専門に勉強する全 日制中阿学校 はない。

男子が多く来 る理 由は男尊女卑の考えがあるからだ。子供、初中在学中の子や老人がくる。女性教

師はいない。

　 生徒 たちは高 中になると清真寺に来 なくなる。実際、彼 にも高 中の一人娘がいる。大 理、魏山、

沙旬では奨学金を出すので大学生が長期休暇 中清真寺に戻って勉強できるが、ここでは奨学金を出

せないので学生は休みでも清真寺に戻 らない。2011年 に村から4人 大学に合格 したが、イスラーム

の学 びを続 けられなくなるのは頭痛の種である。進学すると礼拝しなくなり、イスラーム的行動様式、

倫理、世界観は家庭内でしか学べない。礼拝をしないと人 としての道 を守れない。子どもの結婚相手

はムスリムであることを父母は強 く望んでいるが、息子たちは別の民族 の子 を見つけてくることもあり、

嫁 問題は深刻である。

　 マッカ巡礼者はこの村で今まで5人(女 性1人)い る。年配の退職者が多い。3万 元から4-5万

元が必要で、この金が出せないのでMア ホンはまだマッカ巡礼を行っていない。

　 ここでは(世 俗)教 育熱は高い。初 中を卒業すると中阿学校と高中という二っの道があるが、回族

全体で前者は10%ぐ らい、高中を中途退学 してイスラーム教育を受ける子はこの地では0.5%ぐ らいで

1人 いるかいないかである。女性 は普段蓋頭をかぶっていない。

　 村民委員会では厳しい計画生育政策を施行している。回族の村長 の家 も女の子の一人 っ子であっ

た。主要産業は農業で天課 もあまり集まらず阿笥 自身も貧しい。世俗化 ・高学歴化 ・少子化 と緩慢

な宗教共同体の解体に打つ手がないというのがMJp阿 旬の悩みであった。

まとめにかえて

　本論では、雲南の回民集居地域におけるイスラームと中阿学校の諸相を見た。非常に熱心な魏山、

昭通、沙旬 と、あまり熱心ではない南華県の例 も挙げておいた。熱心な場所 は、例外なく過去の大虐殺 ・

被弾圧の記憶を新たにし、それをイスラーム復興 ・回帰へのバネとしている。 さらに、雲南はもちろん

中国各地からの学生を広 く受 け入れ、教員、卒業生の幅広いムスリム ・ネットワークを駆使 し、宗教

活動を活性化 させている。

　 しか し、この中阿学校 という存在 は宗教的エスニシティ回族の抱える問題が凝縮 され透 けてみえる

場所でもある。それは、現代 中国が抱える諸問題を映す鏡でもある。第一に、急激な世俗化 と宗教
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知識の形骸化、第二に、(世 俗 的)高 学歴化、第三に、都市への人口の移動、第四に婚姻問題 と

漢化の危機、第五に、計画生育政策に伴う少子化と宗教教育機関進学者の相対的少なさ、第六 に、

経済的格差解消への欲求からのアラビア語学習、宗教への回帰、第七に、相対的弱者である回族、

特に女性のセーフティーネットである。

　 2000年 代半ばに筆者が寧夏、青海、雲南 の女学でアンケー ト調査をしたとき、きょうだい数 は平

均3.7人 で、5人 、6人 もざらであった(松 本2◎IOb:82)。 農村出身、貧 困の中で苦労をして中阿

学校を修了した彼 ら/彼 女らが新天地 を求めて2000年 代に義鳥や広州に行った。ここには全国の中

阿学校出身や海外留学から帰ったアラビア語通訳が数万人いるという。彼 ら1彼 女たちに聞くと、は

や り大多数が次の世代には大学もしくは大学院の教育を受けさせたいという。

　計画生育政策が厳 しさを増 し、社会全体が経済的に豊かになると子 どもの数は回族家庭でも1～

2人 に留まるようになった。2000年 代後半からは中阿学校 に進学者 は回族青年全体からみれば条件

の恵まれない地域 ・家庭に育 ったものに限られるようになった。2000年 代半ぼから中国農村でも15

歳 人口の約半数が高中に進学、大学 を目標 にするようになったからである。2012年 の 「高考」の受

験者は915万 人、合格率75%前 後である。ただ、最近 は熾烈な競争を嫌 うものや、レベルが低い国

内の大学に進学するよりは海外留学をめざした方がいいと考えている高中生も増 えている。高考受験

者は2009年 をピークに4年 連続で減 り、4年 で約300万 人が受験 しなかった、という統計もある(12)。

回族青 少年 にとっては学費低廉な中阿学校 を修了後、奨学金豊富なイスラーム圏の大学を目指し、

漢族の参入を免れる世界のムスリムとの関係を保ったほうが成功への 「近道」 という考え方も根強い。

　 貧困や低学力で自信 を無くしがちであった回族青少年たちの中阿学校での学びを支えるのが、弾圧

を生き抜 いた敬震な回族住民からの天課であったり、低給与ながらもや りがいを求めて誠心誠意働 く

阿笥や男女教師だったりする。客観的にみれば中阿学校の学生はr負 け組」かもしれない。しかし、人々

に見守られ支えられている、自分は神に守 られた特別 な使命を帯びた存在で、現世で善事 をすること

によって来世 も幸せになれる、という自覚は、結果的に中阿学校 の回族青少年たちに大きな自信を与え、

次の世代の 「真正なる」敬慶 な信仰をもった回族を生んでいくことになるはずである。

注

(1) 民族 自治州 ・自治県であっても、郵族や 臼族のように 「文字文化Jの 蓄積がないところでは、小学校低学 年から漢語

のみでの教育が進んでいる。2009年9月17日 から20日 まで筆者は南華県のGLI地を中心に6ヵ所のJ族 の小学、初

中の授業風景を見学した。また、いずれも校長もしくは担当教員ともインタビューした。 どの学校 においても、すべて小

学1年 生か ら漢語のみによる授業が行われており、どの学校にも 「請講普通語」(標 準中国語を話すように)と いう貼

り札があった。 子どもたちは家では郵語を話し、学校で は漢語を話す、 ということであった。教室の後 ろには、漢語の

作文が貼 りr-tされてあった。舞語 の文字がかつて 「創造 され」、民族幹部も雲南畏族 学院(現 在は大学)な どで学ん

でいるはずであるが、 ほとんど使われないので、いまは誰も読めない状態である、ということであった。

(2>　筆者 による2009年9月19日 雲南省楚雄 市南華 県菰街鎮の私i..%T.街幼稚 園における調査。この五街鎮 は、IY華 県

　　 城か ら直線距 離で約30キ ロ、通常の道 のりで約45キ ロの小鎮である。人口は17313人 、灘族が89%を 占める弊族

　　 集居地域である(2003年)http:〃www.　 agri.com.cn/town/532324203000.htm　 (2012年12月8C:1閲 覧)。

(3)　 E柳 蘭の研究 ・調査によれば、馬mfの 実態は次のようなものである。雲南の物資を運び、それを国境地帯の山地民(多

　　 くがいわゆる少数渓族)に 売る。売った資金でビルマ、ラオス、タイの物 資を運び、雲南で売 りさぼく。雲南からビルマ・

　　 ラオス ・タイに運ばれたのはタバコ、茶、布 匹、コメ、鉄 ・銅 ・鉛、銅鍋や錫鍋などであった。逆 に雲南に運ばれた

　　 のは禁制品のアヘン、サイの皮 、鹿茸(ロ クジョウ:鹿の角)な ど森の産品、象牙、宝=iや 蕩翠などであった。彼 らにとっ

　　 て国境の山岳地帯は、商売 と情報交換の場、旅 の休息を得る場などであった。峻瞼な山道、南方特有の病気、盗賊

　　 の出没といった危険 と隣 り合わせの馬mr交 易はそのリスクゆえに雲南ムスリムに富 をもたらした(王 柳蘭　2011:148-

　　 149、雲爾魏山郵族回自治 県概況編写組2008:197)。

(4)　 抗 日戦 争 串の馬mtの 戦 略 物 資 ・【三i常物 資 につ いては、(陸 靭1995)に 詳 しい。

(5)班 規 は非 常 に細 か い ところまで 醤配 りされ ている。 欠席 届 の 提 出、 規 則 の遵 守 、 居 眠 り ・お喋 り ・飲 食 の禁 止、 まじ

　 　 めな学 習 、喧 嘩 の　 _[L-、切磋 琢 磨 、学 習 計画 、班 長 の責 任(学 習、労 働 、衛 生)な ど。(以i二 、2009年9月 調 査)。

(6)　 沙 旬 清 真 大寺 の掲 示 板 によると、イスラー ム教育 が再 開 したのは1979年 で ある。 第 一一・回 卒 業 生が 出たの は1985年 で

　 　 あ る。 また、(馬 恒 豊 　 1994)に よると、1989年 に沙旬 で 「文書 、阿 語 班 」の 生徒 募 集 が はじまった、 とある。 なお、
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　　 官 立のイスラーム教育機関 「昆明伊斯蘭教経学 院」が正式に始まったのは1986年 、卒業生を出したのが1990年 で

　　 ある(女兆継徳他2005:349-350)。

(7)魏 山の回民村は以下の通 りである。① 白沙村、② 大五茂村、③小五茂村、④小 園壇、⑤嬰旗廠 、⑥大團埋、⑦三家村、

　　 ⑧馬姓、⑨米姓、⑩河底樹 、⑪ 深河村、⑫旬中街、⑬魏山城 、⑭新村、⑮西樹龍、⑯ 陳姓、⑰蓄門 口、⑱回輝 登、

　　 ⑲営尾村、⑳上 西蓮花、⑳下西蓮花、⑳東蓮花。

(8)　 http:〃www.tudou.com/programs!view!Vti2cd8KLBk(2013年1月2日 アクセス)

(9)清 真寺の寄宿学生の全国ネットワークについては、(澤 井 ・高橋2012:322-326)参 照。

(10)中 国では 一般 的に高中に進学するということは、大学進学が射程距 離にあることを意味する。「高考」で …流 、,二流大

　　 学に含格 しなかったものは、出稼ぎか職業学校か、商売をするかで、それも出来ない「カス」のようなものが中阿学校に入っ

　　 てくる、という自虐めいた話がある(珂自2007)。 「彼 らはいわゆる負け組」という話 も筆者は別の中阿学校で聞いた。また、

　　 初中卒で 「農民」二Jとして働きにr..it.,iるには若すぎるから、暫く中阿学校 にいる、という話ももう…つの中阿学校で聞いた。

　　 ただし、高額な授業を払って大学督[{ても理想のホワイトカラーになるチャンスが農村出身者に少ないという現実を考え

　　 れば、漢族で条件の整った環境で育った者たちと同じ土俵で競争をしなくても済むし、少なくともアラビア語という特殊

　　 技能を修得できるという意味で、人生一▲発逆転のチャンスを回族青少年に中阿学校が与えているということはいえるだろ

　　 う。

(11)筆 者 が2007年3月 に訪れ た沙 旬 近 くの 鶏街 にあ る 「希大 教 育 学 院」 は、サウジアラビアか らの資 金援 助 が 出てい ると

　 　 い う話 をきいた。校 長 もサウジアラビア留学 経 験 者 であった。 もちろん、 教 派 はサラフィー ヤで、 女 子学 生 は 目だ け禺す

　 　 アバ ヤが制 服 だ った。

(12)http:〃news.163,com!12106◎7!◎8/83CPEQ5TOOO1124」.html　 (2◎13　fi三1月4日 アクセス)
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